
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証リート指数 1,694.43 ▲2.53% 1.14% ▲11.19% ▲19.47%

＜ご参考＞

TOPIX（東証株価指数）
1,636.64 1.24% 3.20% 18.16%
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国内リート見通し

2020年9月14日

マーケットの動き（2020年9月7日～9月11日） 東証リート指数、TOPIXの推移
（期間：2019年8月30日～2020年9月11日）

国内各種資産利回り
2020年9月11日時点

3.35%

国内リート市場は、前週末比で下落しました。

観光支援事業「Go To トラベル」の地域共通クーポンが10月1日から利用できるようになるとの発表

が好感されたものの、米国株式市場でハイテク株を中心とした売りが進み、投資家のリスク回避姿勢

の強まりを受けて、国内リートは海外投資家の売りが優勢となり、東証リート指数は前週末比で下落

しました。

セクター別ではオフィスセクターや住宅セクター、商業・物流等セクターが総じて下落しました。

投資環境見通し（2020年9月）

東証リート指数は底堅く推移

ホテルリートや商業リートの事業環境は依然厳しいものの、業績回復の兆しが出てきていま

す。企業業績悪化やテレワーク普及の影響が懸念されているオフィスリートに関しては、中長

期的なテナントの動向には留意するものの、足元の影響は限定的で、割安感が出てきていま

す。物流や住宅リートの事業環境は引き続き良好です。

今後は、FTSEグローバル株式指数へのJ-REITの組み入れに伴う買いや、相対的に高い利回り

を評価した買いが期待され、東証リート指数は底堅く推移すると予想しています。

騰落率
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1,000

1,300

1,600

1,900

1,000

1,500

2,000

2,500

19/8 19/10 19/12 20/2 20/4 20/6 20/8

東証リート指数 -左軸-

TOPIX（東証株価指数） -右軸-

MYAM Market Information

（年/月）

（%）

（ポイント）（ポイント）

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

Jリート分配利回り 国内株式配当利回り 日本10年国債利回り


